
 

  

諸規則（抜粋） 

1 学校生活細則 

 1．登校してから下校までの間は、特別の用事で許可を得たもの以外は校外に出ない。 

 2．公共物は大切にし、破損または紛失したときは、担任に届け出て指示を受ける。 

 3．制服は正しく着用し、清潔感を保つようにする。 

 4．金銭・教科書・学用品その他物品の貸し借りをしない。また自分の所持品には必ず記名する。 

 5．学習や学校生活に不必要なものは、学内に持ち込まない。また、教科書・学用品などは、特に許可されたもの

以外は持ち帰る。 

6．学習に「遊具」「漫画本」、また、学校生活に「化粧品」「お菓子」は不必要なものである。これらのものは、

学内へは持ち込まない。 

 7．学校内は公共の場でもあり、他の人の迷惑にならないように心がける。学習の場としての雰囲気を壊すことの

ないように注意する。移動中には大声を出したりしない。また、校舎内での球技は禁ずる。 

 8．携帯電話・音楽機器などは、校内では電源を切り、鞄の中に入れること。スマートウオッチは校内へ持ち込ま

ない。 

 9．教室などの美化・清掃に心がけ、常に快適な学習環境を保つように意識する。また、人工芝グラウンドのゴム

チップなどを校舎内に持ち込まないよう、校舎の外でよく落とすこと。 

10．校内での遺失物・拾得物などは、すぐ担任に届出る。 

11．定められた下校時間を守り、すみやかに帰宅する。学校行事・部活動などで下校が遅くなる場合は、必ず保護

者に連絡する。また、保護者に無断で外泊しない。深夜徘徊や不健全な娯楽場への出入りは禁止する。 

12．交際相手とは互いに尊重し合い、節度を持って行動すること。 

 

2 服装規定 

 1．制 服 

  ① 制服は本校指定のものとし、みだりに改造してはならない。 

  ② 襟章は左衿につけ、部・生徒会などの制定バッジは左胸につける。 

  ③ 防寒着の着用期間は 11 月から 3 月までとする。防寒着を着用する場合は、男女とも華美を避け、ブレザー

の上に着用する。 

  ④ 女子のスカート丈は膝の中心とする。 

  ⑤ ソックスは、黒・紺・白のものを着用する。ルーズソックスは禁止する。 

  ⑥ 女子がストッキングまたはタイツを着用する場合は、肌色又は黒で無地のものとする。黒のストッキングま

たはタイツをはく場合、ソックスは黒とする。 

 2．靴 

  ① 通学用の靴は黒・茶の短革靴か、運動靴とする。 

  ② 校内で、上履きを使用する場合は本校指定のスリッパとする。 

  ③ 体育時、グラウンドでは専用の運動靴、体育館・多目的練習場では指定の体育館シューズを着用すること。 

 3．鞄 

   通学には学習用具を入れるに充分な大きさの通学鞄を使用する。考査中もこれに準ずる。 

 4．頭 髪 



 

  

   常に清潔感のある頭髪にすること。パーマ・ウェーブ・カール・エクステンション・脱色・染色などは認めな

い。 

 5．その他 

  ① 装飾品は用いない。 

  ② 化粧はしない。 

3 通学と交通安全について 

 1．交通安全と通学マナー 

  ① 通学路上や外出時には、右側通行・横断歩道の通行など交通規則を守る。 

  ② 交通安全は、単に交通規則を守るだけでは不充分である。常に周りの交通状態に注意を払い、自らの安全に

心がける。 

  ③ 集団で通行するときは横に広がらないなど、他の通行人の迷惑にならないように心がける。 

  ④ バス・電車など交通機関でも、他の乗客の迷惑となるような行動は一切しない。老人・妊婦・子ども・身体

の不自由な人などには席を譲ろう。 

  ⑤ 万が一交通事故にあった場合には、ただちに家庭、担任、学校へ連絡をすること。 

 2．自転車通学 

  ① 学校より 1.5㎞以内からの自転車通学は、原則として認めない。 

  ② 自転車で通学するものは学校に登録し、必ず自転車に登録証を貼る。 

  ③ 登校したら所定の自転車置場に置き、鍵をかけておく。 

  ④ 車体の整備、点検に心がける。 

  ⑤ 雨天時にはレインコートを着用し、傘は使用しない。レインコートは明るい色が望ましい。 

  ⑥ 荷物を手に持ったり、ハンドルにかけたりしない。 

  ⑦ 時間に余裕を持ち、暴走などしないようにする。また 2人乗り・飛び出し・斜め横断・夜間の無灯火などし

ない。 

  ⑧ヘルメットを着用するよう努める。 

 3．運転免許証の取得の禁止 

  ① 在学中は、バイクをはじめ、普通車などの運転免許証の取得は厳禁する。 

  ② 3 年生で就職などに運転免許証の必要な者は、許可を受けた後に、２学期期末考査後からの自動車教習所入

校を認める。 

4 アルバイト規定 

 1．アルバイトは原則として禁止する。但し、家庭の事情などでどうしても必要とする者は、担任に申し出て、生

活指導部へ許可願いを提出する。 

 2．アルバイトのため学業成績が低下する恐れのある場合、生活の乱れが見られる場合には、許可を取消す。 


